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くらしき水道ビジョン-２０１９-について

・本市水道事業における最上位計画

・５０年後の水道事業を見据えて当面取り組むべき施策を整理

（経営戦略を兼ねる）

・計画期間は令和元（２０１９）年度～令和１０（２０２８）年度
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くらしき水道ビジョン-２０１９-の施策体系について

水質管理や災害対策など4つの取組姿勢により、施策を進めています。
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くらしき水道ビジョン-２０１９-アクションプランについて

くらしき水道ビジョン-2019-の施策を確実に進めるためアクションプランを策定
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くらしき水道ビジョン-２０１９-の見直しについて

くらしき水道ビジョン-2019-では、進捗状況や事業効果も踏まえて

計画や目標を検証・評価し、必要に応じて見直し・改善を図ることを明記
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見直しの概要

【見直し対象】

くらしき水道ビジョン-2019- と アクションプラン

【見直し方法】

これまでの進捗を評価し、必要に応じて令和７年度以降に向けた見直しを実施
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見直し例

18

具体的取組 (4)

Bー３（４）
該当する指標及び検討

項目
H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10目標

望ましい
方向

備蓄・ため置き割合 51% 58% 61% 62% 62% 68% 60% ⇧
70%

【現在の取り組み方針】
広報紙で災害対策の一環として飲料水備蓄
の大切さを周知する。また、広報紙に掲載す
る回数を、現状の２年に１回程度から令和２
年度から年に１回に変更し、周知の頻度を増
やす。

【アクションプラン】
広報紙における飲料水備蓄啓発の回数増加

災害対応に係る啓発活動

多発する自然災害に対し水道システムの被害を最小限に食い止めます

災害対策の充実

（見直しありの場合）
新しい指標・目標値

【新しい目標値】
70％
【変更理由】
防災意識の高まりなどを
考慮すると上方修正が適
当と考えられるため

ホームページやイベントなど従来の周知に
加え、地域防災推進課など関係部署との連
携も図り、備蓄・ため置き割合のさらなる向
上のためのアプローチを検討する。

令和１～５年度の進捗評価とその要因
令和７～１０年度に

向けての課題
指標・目標値の
見直しの有無

令和７～１０年度の取り組み

企画検査室

取組姿勢　B

基本施策B－３

【進捗評価】
令和２年度以降は目標の60％を超え
ており、順調に推移している。

【要因】
・広報紙、ホームぺージ、イベント、
YouTubeなどでの周知
・地震等の災害頻発による防災意識
の高まり

◎ 順調

・備蓄・ため置きをしてい
ない理由の把握
・備蓄・ため置き割合のさ
らなる向上のための従来
と違ったアプローチ
・地域防災推進課など関
係部署の連携

あり
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進捗評価結果

※詳細は資料２を参照

進捗の遅れ等がみられたのは17％で

そのほかは目標に対して概ね順調に推移しています。
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指標・目標の見直し結果（１／２）

次の指標や目標を見直しました。

①策定当初からの状況変化 ②進捗が想定より早い ③その他（指標や目標の見直しが

適当と考えられるもの）
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指標・目標の見直し結果（２／２）
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見直し結果まとめ

令和元～５年度 進捗評価

進捗の遅れ等がみられたのは17％で、そのほかは目標に対して概

ね順調に推移しています。

令和７年度以降に向けた見直し

策定当初からの状況変化や進捗状況などに応じて、目標や指標、

取り組み方針などを見直し、今後の事業を進めます。

引き続き、水質管理や災害対策、環境への配慮、顧客満足

度の向上の取り組みを進めていきます。
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その他の見直しについて

経営戦略の見直し

国は令和７年度までの経営戦略の改定を要請しているため、今年

度末までに、くらしき水道ビジョン-2019-「第５章 投資・財政計画

（＝経営戦略に当たる部分）」を中心に見直しを進める予定です。


